
 

 

＜信州大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻 2022年度実践研究報告書 抄録＞ 

 

 
図１ 研究計画の手順  

ティーム・ティーチングを活用した ICT 研修プログラムの 

開発と評価  

  滝沢 雄太郎 高度教職開発コース 教育課題探究プログラム 
 

キーワード：１人１台端末，教員研修，教授知識，ティーム・ティーチング 

 

１．先行研究の検討と研究の目的  

GIGA スクール構想により，１人１台の情報端末が整備された。教員自身の資質・能力

の向上に加え，特に ICT 活用等において専門性を有するなど，特定の分野の専門性を有す

る人材の力を活用することにより，学校全体として指導力を強化することが重要であり，

教師を支える体制を充実させていくことが必要である（文部科学省 2020）1)。１人１台の

情報端末が整備された環境においては，児童生徒が端末を活用して学習を進めるため，教

員は既存の教授知識に加えて，１人１台の情報端末を活用した授業に求められる教授知識

が必要となる（八木澤・堀田 2021）。2)教授知識を学ぶ方法の１つとしては教員研修があ

るが，町田ほか（2017）3)は，ティーム・ティーチング（以下，TT）を活用した研修方法

により，担任教員（以下，担任）の英語指導力が向上したことを示している。しかし，ICT

に関する教授知識の習得への働きかけを目的に TT を活用した研究はされていない。 

そこで，本研究では，TT を活用した ICT 研修プログラムに必要な類型や前提を検討す

ることを目的とする。なお，本研究における TT とは「教員２人で実施する授業」を意味

し，TT の授業は研修としての位置づけである。また，TT は同僚と非評価・支持的な関係

を築きつつ行われる実践の振り返りや教え合うという協働を通じた行動を前提とする。 

 

２．研究方法と結果・考察 

2.1研究方法の概要 

本研究は TT を活用した ICT 研修プログラムに必要な類型や前提を検討するため，全４

回の調査に分けて検討をした。研究方法は，調査しながら仮説を作り，その仮説をさらに

調査やレビューを行いながら見直していく仮説生成型の調査設計をとった(図１)。 

調査１回目では，３種類の研修(担任のみの授業，TT による観察型研修，TT による体
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験型研修)を対象に，各研修の効果とその要因について検討を行った。調査２回目は，調査

１回目において実施した研修の遅延効果について検討し，ICT 研修プログラムに必要な構

成要素を見出し，研修プログラム(仮)を作成した。調査３回目では，ICT 研修の専門家の

レビューを基にプログラム(仮)における構成要素を見直し，改善を図り，プログラムに修

正した。調査４回目は運用したプログラムを，評価し，類型を改善した。 

 

2.2 調査１回目の概要 

2021 年 11 月下旬～12 月上旬にかけて，担任のみの授業，推進教員が授業者である TT

による授業（観察型研修），担任が授業者である TT による授業（体験型研修）の計３回の

授業を実施した。調査対象は H 小学校所属の担任で，児童が考えを伝え合う協働学習の導

入に不安を抱える教員歴 30 年以上の教員３名，推進教員は同小学校所属の著者とした。

TT を用いた２種類の研修の効果を調査するために，小清水ほか（2014）4)の研修評価の方

法を基に 17 の評価項目を作成し，①担任のみの授業，②TT１回目（観察型研修），③TT

２回目（体験型研修）の後に質問紙を用いて評価を行い，平均値を分析した(滝沢 2022a) 5)。

担任任のみの授業，TT１回目，TT２回目の平均値に差があるかを比較するため，分散分

析および多重比較を行った結果，TT１回目と TT２回目の平均値が担任のみの授業よりも

有意に高かった。このことから，TT１回目と TT２回目は研修として効果があることが示

唆された。そこで，ICT に関する教授知識の習得に影響を与えた要因を検討するために，

授業３回分の質問紙の回答を基に,半構造化インタビューを行った。インタビューは同意を

得た上で音声を録音し，文字に書き起こす作業を行い，細分化・要約し，TT におけるど

んな要因が教授知識の習得に影響を与えたかを分析した。その結果，TT１回目（観察研修）

では，担任が支援者として推進教員の指導・対応や児童実態を観察すること，TT２回目（体

験研修）では，担任が授業者として推進教員に機器操作や指導について即座に質問できる

ことが，ICT に関する教授知識の習得に影響を与える要因であることが示唆された。 

 

2.3 調査２回目の概要 

TT を用いた研修実施の６カ月後に，研修の遅延効果を検討するため，調査対象の内 2

名の担任に半年間で研修内容を実践した頻度，児童が日常的に情報端末を使い始めた理由

について半構造化インタビューを行った。インタビュー内容は文字化，要約，カテゴリー

化を行い，共通点を抽出した。その結果，研修内容を実施した回数は各担任０回，３回程

度であった。これらのことから，TT２回目（体験型）の研修後に１人１台の情報端末を活

用した授業を担任が単独で実施する条件の１つとして，「事例の提供」が必要であることが

示唆された。その条件を加え，ICT 研修プログラム（仮）を図式化した(滝沢 2022b) 6)。 

 

2.3 調査３回目の概要 

ICT 研修プログラム（仮）の優れた点や改善点を指摘してもらうために，ICT に関する
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研修の専門家である研究者１名にエキスパートレビューを依頼した。得られた内容を基に，

類型や前提を検討し，研修プログラムを図２に修正した。 

エキスパートレビューにおいて妥当性が評価された点は２点である。１点目は，各ステ

ップが認知的徒弟制のモデルに沿った設計である点である。学習者の支援方法の理論であ

る認知的徒弟制のモデルと ICT 研修プログラムが同型である点が評価された。ICT 研修プ

ログラムの各ステップを認知的徒弟制のモデルに置き換えるなら，TT１回目の観察型研修

はモデリング，TT２回目の体験型研修はコーチング，事例の提供はスキャフォールディン

グに当たる。そして，推進教員が支援を減らして自立に導く段階はフェーディングであり，

認知的徒弟制のモデルと一致している。２点目は，同一学級で研修としての授業を実施し

ている点である。TT１回目の観察型研修において，担任は児童の実態や授業の進め方を観

察し，TT２回目の体験型研修に生かすことができる。また，TT２回目を TT１回目と同じ

学級で実施することで，児童が機器操作に慣れた環境で授業ができる。以上から，「認知的

徒弟制の順序」「同一学級で連続した実施」が前提として必要だと考えられる。一方で，担

任の要望に応じてプログラムが実施される指摘事項も挙げられた。例えば，体験型研修の

後に事例の提供に進むだけでなく，観察型の研修にもどる「双方向性」や観察型の研修後

に体験型研修を飛ばして事例の提供へ進むなどの「選択制」も必要である(滝沢 2022c) 7)。 

以上の指摘事項を踏まえ，「認知的徒弟制の順序」でプログラムを進めることを基本と

しながらも，担任の要望によっては前のステップへ戻ることも可能とした(図２)。 

 

2.4 調査４回目の概要 

 調査４回目では６年担任に対して ICT 研修プログラムを実施し，評価として半構造化イ

ンタビューを行った。インタビュー内容を文字化し，特徴的なインタビュー内容を抽出し，

検討した結果，担任教員が学習者となって児童と一緒に授業に参加する観察型 TT，授業

中に一時的に推進教員と役割を交代する体験型 TT といった形態を取り入れることで，担

任教員の ICT に関する教授知識の理解が深まり，授業実施の意欲が高まることが示唆され

た(滝沢 2022d) 8)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図２ ティーム・ティーチングを活用した ICT 研修プログラム 
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３．結論と今後の課題 

 全４回の調査を通して，TT を用いた ICT 研修プログラムに必要な類型や前提として以

下の結論を得た。研修の類型として「担任が指導や児童実態を観察したり，児童の立場で

機器操作をしたりできる観察型研修」「授業中に即座に質問をしたり，授業進行を任せたり

できる体験型研修」「担任のみでも実施できる事例提供」が必要であり，プログラムの前提

として「認知的徒弟制の順序」，「同一学級で連続した実施」「選択制・双方向性」が必要で

あることが示唆された。なお，教授知識は各教員で個人差があるため，研修プログラムは

「認知的徒弟制の順序」によりで A→B→C と進むことを基本にしつつ，担任の要望に応

じて戻ったり，繰り返したりする「選択・双方向性」も担保することとする。 

本研究は教職歴 30 年以上の小学校教員の評価および事例の分析であり，得られた知見

は限定的である。しかし，本研究の成果は，各学校において情報教育係が推進教員となっ

て各学級で授業をしたり，ICT を苦手とする担任が TT で授業を参観して教授知識を学ん

だりする際の一助となる可能性がある。２年間，推進教員として１人１台の情報端末を活

用した授業の校内推進を図ってきたが，知識の提供や経験の保障だけでは日常的に普及し

ない葛藤があった。各担任に徹底的に寄り添う推進教員（自分自身）の姿勢こそが最重要

であると気づけたことは自分自身の成長であった。推進教員に求められる資質・能力を具

体的に明らかにすること，また，プログラムを改善していくことが今後の課題である。 
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